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世界に一つだけのゆかた
オリジナルゆかたを着た男女100人以上が大集合した

「アーットゆかた大集合」が８月８日f、駅通りで行わ

れました。さまざまなアイデアやデザイン、絞りや手描

きなどの技法で制作されたゆかたは、世界の芸術家も驚

く、まさに世界に一つだけのゆかたです。
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E C H I G O ー T S U M A R I
会期：2003年7月20日（日）～9月7日（日）

ART TRIENNIAL 2003
会期：2003年7月20日（日）～9月7日（日）

問合せ
十日町トリエンナーレ
センター（157-

6531）

第２回大地の芸術祭では、

ワークショップや協賛イベン

トが次々と開催されています。月岡彩ワークショップ
「新かくれんぼ大作戦 in 十日町」

■価格＝500円

■販売所＝十日町トリエンナーレセン

ター（キナーレ内）、市企画人事課、

各地区公民館

※パスポートには６市町村内で受けら

れる特典がたくさん付いています。

詳しくはパスポート裏面をご覧くだ

さい。

作品を鑑賞する際は

「パスポート」
をお買い求めください ４回目となる大地の灯り「十日町きもの

流し“GINGA”」が９月５日F午後８時30

分から高田町通りで行われます。芸術祭オ

ープニングから人々を幻想の世界に導いた

このイベントも、次回で見納めとなります。

ぜひご参加ください。

■集合時間・場所＝午後８時30分までに、

高田町通りと国道117号の交差点付近

■定員＝先着600人

大地の灯り
「十日町きもの流し“GINGA”」

にご参加ください

第２回大地の芸術祭の市内作品の中には、歩いていくことができ

ない郊外の作品や外から見ることができない室内の作品もありま

す。今回は、そんな作品を紹介します。市街地の作品を通りすがり

に見ただけのあなた、芸術祭は郊外作品・室内作品もすごいんです。

※駐車場が遠く離れている作品や坂道などを歩かなければならない作品
もあります。運動靴などでお出かけすることをおすすめします。

21 空飛ぶ男
菱山裕子

61 盆景－Ⅱ
古郡 弘

54 ミーツ
水内貴英

51 透けてみえる眼
長澤伸穂

55 土の音
渡辺泰幸

57 田麦集落42戸物語
彦坂尚嘉

35 ステップ・イン/ステップ・アウト
緒方篤＋C.M.ジャッジ

24 粟福と米福
古川弓子

58 オンマネ　カゼ
リュイス・サンス

30 血族のカーテン　袴田京太郎
※このほかＧＳＩクレオス内には
31「米雪」ワン・ゴンシン、32
「夢ひらく妻有」中川幸夫、113
「越後妻有版　真実のリア王」クリ
スティアン・バスティアンス＋ナ
ン・フーバーが展示されています

モデルコース（３～５時間）

→55「土の音」（土市招魂社）

→51「透けてみえる眼」（南鐙坂）

→54「ミーツ」（鉢）

→61「盆景－Ⅱ」（下条中峰スキー場付近）

キナーレにゴール
ビアホール・キナーレは午後９時まで営業しています（水曜日の営業は５時
30分まで）。十日町を１周した後は、生ビールでカンパ～イ！

キナーレをスタート

→30「血族のカーテン」31「米雪」32「夢ひらく妻有」

113「越後妻有版　真実のリア王」（すべてＧＳＩクレオス内）

→58「オンマネ　カゼ」（川治妻有神社）

→24「粟福と米福」（本町４ 旧ぬりぎ仏壇店）

→35「ステップ・イン/ステップ・アウト」（袋町中）

→57「田麦集落42戸物語」（田麦）
作家・彦坂さん推奨のトマトそば・トマトアイスも食べてみてください。

ワークショップ
協賛イベント

開催されています

→21「空飛ぶ男」（本町６ぺぺロッソ）
作家・菱山さん推奨のジェラートはいかがですか？
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合
併
協
議
会
事
務
局
か
ら
、
基
本
理
念

や
将
来
像
を
踏
ま
え
て
、
新
市
の
地
域
別

施
策
の
た
た
き
台
が
次
の
よ
う
に
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

各
地
域
で
特
に
重
点
的
か
つ
優
先
的
に

実
施
す
べ
き
施
策
や
各
地
域
の
特
色
を
最

大
限
ま
ち
づ
く
り
に
い
か
す
、
あ
る
い
は

課
題
を
解
決
す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
示

さ
れ
た
も
の
で
す
。

十
日
町
地
域

○
新
市
の
中
核
と
し
て
、
商
業
、
居
住
、

交
通
、
医
療
、
福
祉
な
ど
各
種
都
市
機

能
の
充
実
を
図
る
。

○
伝
統
的
な
「
き
も
の
文
化
」
や
火
焔
型

土
器
に
代
表
さ
れ
る
「
縄
文
文
化
」
な

ど
を
い
か
し
、
地
域
活
性
化
の
核
と
な

る
文
化
交
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
。

○
「
き
も
の
産
業
」
の
振
興
を
図
り
つ
つ
、

き
も
の
産
業
が
有
す
る
高
度
な
技
術
や

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
い
か
し
た
新
商
品
の

開
発
や
新
分
野
へ
の
展
開
を
促
進
す
る
。

川
西
地
域

○
恵
み
豊
か
な
農
村
環
境
の
中
で
、
人
と

自
然
に
や
さ
し
い
農
業
生
産
活
動
を
推

進
す
る
。

○
農
業
と
商
業
の
連
携
を
ベ
ー
ス
と
し
た

「
賑に
ぎ

わ
い
空
間
」
を
創
造
し
、
交
流
の

拡
大
と
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
。

○
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
り
拡
充
し
、
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

中
里
地
域

○
生
産
基
盤
の
強
化
や
生
産
技
術
の
向

上
、
組
織
の
強
化
や
担
い
手
の
育
成
、

流
通
・
販
売
体
制
の
強
化
な
ど
農
業
の

振
興
を
図
る
。

○
豊
か
な
自
然
資
源
を
永
続
的
に
保
全
す

る
と
と
も
に
有
効
活
用
し
、
外
部
と
の

交
流
を
図
る
。

○
自
然
資
源
や
温
泉
施
設
な
ど
観
光
資
源

と
体
験
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ

せ
、周
遊
コ
ー
ス
な
ど
の
充
実
を
図
る
。

松
代
地
域

○
地
域
資
源
を
い
か
し
た
体
験
交
流
の
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
受
け
入
れ
体
制
な

ど
、
も
て
な
し
や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
。

○
ほ
く
ほ
く
線
ま
つ
だ
い
駅
、
ま
つ
だ
い

ふ
る
さ
と
会
館
、
ま
つ
だ
い
雪
国
農
耕

文
化
村
セ
ン
タ
ー
を
観
光
・
交
流
の
核

と
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

○
棚
田
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
保
全
に

努
め
る
と
と
も
に
、
体
験
交
流
の
場
と

し
て
積
極
的
に
有
効
活
用
を
図
る
。

松
之
山
地
域

○
松
之
山
地
域
だ
け
で
な
く
新
市
全
体
に

お
け
る
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
ブ
ナ
林

や
棚
田
を
徹
底
し
て
保
全
す
る
。

○
日
本
三
大
薬
湯
と
し
て
知
ら
れ
る
松
之

山
温
泉
を
核
と
し
た
、
癒い
や

し
と
く
つ
ろ

ぎ
の
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

○
他
地
域
と
の
連
携
の
も
と
で
周
遊
性
を

高
め
る
交
通
ア
ク
セ
ス
性
を
強
化
す
る
。

合
併
任
意
協
議
会
委
員
か
ら
「
も
う
少

し
踏
み
込
ん
で
具
体
的
な
施
策
に
す
る
べ

き
だ
」
「
施
策
が
ど
れ
も
こ
れ
も
多
く
あ

る
が
、
す
べ
て
出
来
る
わ
け
で
も
な
い
」

「
福
祉
関
係
の
子
育
て
支
援
策
や
高
齢
者

の
介
護
予
防
策
を
充
実
し
て
欲
し
い
」
な

ど
の
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
新
市
将
来
構
想
検
討
委

員
側
が
「
現
在
は
将
来
構
想
で
あ
り
、
ビ

ジ
ョ
ン
や
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
施
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新
市

建
設
計
画
の
中
で
検
討
す
る
」
と
答
え
る

な
ど
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
会
で
は
、
９

月
２
日
c
の
任
意
合
併
協
議
会
へ
の
最
終

答
申
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ
‥
合
併
推
進
課
1
57
│
３
１
１
１

（
内
線
２
８
８
）

私たちの住む信濃川中流域は、発電用水の取水により極端な減水に苦しみ、魚も住めな

い瀕
ひん

死の石河原と化しています。十日町市では、身近な自然である信濃川の再生を願い、

市民と連携して第１回信濃川シンポジウムを平成８年に開催しました。11年からは「信

濃川水なしサミット」と名称を改め、毎年開催しています。

今年度は子どもたちの視点から問題を考え、信濃川に関する総合学習を通して川の勉強

会を行います。総合学習や日常の暮らしのなかで子どもたちが抱いた素朴な疑問を通じて、

信濃川にはぐくまれてきた文化や恵み、信濃川の現状について考えます。

信濃川に関する演劇のビデオ上映や川のお話、信濃

川の環境・生き物などについての質問会などを行いま

す。だれでも参加できます。ぜひおいでください。

時　間 午後２時（開場：１時）～５時

会　場 クロス10中ホール

内　容

・ビデオ上映「信濃川今昔物語」

今年の雪まつりに上演された、東小学校５年生の

演劇です。

・川のお話

「川の環境・

川の生き物・川とくらし」

講師・桜井善雄氏

（信州大学名誉教授）

・川の学習「川のなに？なぜ？」

子どもたちが総合学習を通して

感じた信濃川の環境や水生生物などについて質問

します。子どもたちの素朴な疑問に、川の専門家

が分かりやすくお答えします。

小・中学生を対象に、信濃川の水生生物や植物・昆

虫・野鳥などの観察会を行います。水辺の楽校活用協

議会のベテラン講師が先生です。ざっこの池では魚釣

り大会も行います。

時　間 午前10時～午後０時30分

会　場 水辺の楽校つまりっ子ひろば

（妻有大橋右岸たもと）

学習コース　①魚釣りコース　②水生生物観察コース

③昆虫観察コース④野鳥観察コース

⑤植物観察コース

講　師 水辺の楽校活用協議会（博物館植物グループ、

釣友会、新潟県自然観察指導員、十日町野鳥

の会、十日町市理科教育センター）

参加費 無料（お昼はとん汁サービスがあります。お

にぎりを持ってきてください）

■申込み・問合せ

信濃川水なしサミット実行委員会事務局

（市建設課克雪利雪対策室克雪係）157-3111（内線270）

第二部　川の勉強会第一部　川辺の楽習
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市町村合併

８
月
12
日
C
、
市
民
会
館
で
十
日
町
広
域
圏
合
併
任
意
協
議
会
委

員
及
び
新
市
将
来
構
想
検
討
委
員
を
対
象
と
し
た
、
新
市
将
来
構
想

の
中
間
と
り
ま
と
め
案
の
合
同
説
明
会
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、

約
２
０
０
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

新
市
の
地
域
別
施
策
の
方
針

意
見
交
換
会

第５回

９月21日A
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地方交付税�

市　　　税�

諸　収　入�

市　　　債�

国庫支出金�

県 支 出 金�

繰　越　金�

分担金・負担金�

地方譲与税�

繰　入　金�

そ　の　他　�

0204060
（億円）�

103050

58億6,940万円 （34.2%）〈△5.9〉�

44億1,239万円 （25.8%）〈△1.4〉�

16億7,027万円 （9.7%）〈△6.7〉�

11億9,480万円 （7.0%）〈△16.4〉�

10億5,595万円（6.2%）〈△18.2〉�

9億5,981万円�
（5.6%）〈＋1.6〉�

5億0,145万円�
（2.9%）〈＋20.4〉�

2億6,820万円�
（1.6%）〈△2.6〉�

1億9,312万円�
（1.1%）〈＋1.9〉�

1億2,026万円�
（0.7%）〈△67.7〉�

8億8,700万円�
（5.2%）〈△21.0〉�

（主に貸付金元利収入）�

（地方消費税交付金など）�

民　生　費�

土　木　費�

公　債　費�

総　務　費�

教　育　費�

商　工　費�

衛　生　費�

農林水産費�

消　防　費�

災　害　費�

そ　の　他�

0 10 20 30
（億円）�

33億5,492万円 （20.3%）〈△0.1〉�

29億4,755万円 （17.8%）〈△21.7〉�

20億1,009万円 �
（12.2%）〈＋1.9〉�

19億5,341万円�
 （11.8%）〈＋0.3〉�

16億7,068万円 �
（10.1%）〈△20.6〉�

14億0,125万円 （8.5%）〈＋0.4〉�

13億6,047万円 （8.2%）〈△7.6〉�

8億0,180万円 （4.8%）〈△17.5〉�

6億0,551万円 （3.7%）〈＋0.4〉�

1億2,336万円 （0.7%）〈＋2.9〉�

3億2,237万円 （1.9%）〈△3.5〉�
（議会費など）�

一般会計では、歳入決算額171億3,265万円〈前年度対比7.6％減〉、歳出決算額

165億5,141万円〈前年度対比8.3％減〉で差し引き５億8,124万円となりました。

このうち15年度への繰越事業分１億6,682万円を差し引いた4億1,442万円

〈前年度対比20.3％増〉が実質的黒字額で15年度へ繰り越されました。

　　固定資産税�
25億0,812万円�
（56.8%）�
〈△1.0〉�

市民税�
14億�
1,884万円�
（32.2%）�
〈△2.4〉�

市町村たばこ税�
2億2,877万円�
（5.2%）〈△2.6〉�

都市計画税�
1億5,622万円�
（3.5%）〈0〉�

その他�
（軽自動車税など）�
1億0,044万円�
（2.3%）〈＋2.1〉�

土木債�
94億�
6,530万円�
　（57.0%）�
　〈△1.9〉�

　教育債教育債�
2121億2,4962,496万円万円�
　（12.8%12.8%）〈△〈△10.810.8〉�

減税補てん債など減税補てん債など�
   20   20億4,2004,200万円万円�
（12.3%12.3%）〈＋〈＋28.328.3〉�

　教育債�
21億2,496万円�
　（12.8%）〈△10.8〉�

減税補てん債など�
   20億4,200万円�
（12.3%）〈＋28.3〉�

農林水産業債�
10億8,865万円�
（6.6%）�
〈△5.0〉�

総務債�
9億5,141万円�
（5.7%）〈△15.8〉�

災害債�
2億4,379万円�
（1.5%）〈△6.7〉�

民生債�
1億2,496万円�
（0.8%）〈△7.9〉�

その他�
（県貸付金など）�
5億6,261万円�
（3.3%）〈△11.1〉�

人件費�
28億4,191万円�
（17.2%）〈△10.1〉�

普通建設事業費�
19億4,768万円  �
  （11.7%）〈△34.8〉�

補助費など補助費など�
2323億9,1519,151万円万円�
（14.4%14.4%）〈＋〈＋0.80.8〉�

公債費公債費�
2020億8,0098,009万円万円�
（12.6%12.6%）〈＋〈＋1.61.6〉�

貸付金貸付金�
1515億6,4796,479万円万円�
（9.5%9.5%）〈△〈△6.16.1〉�

扶助費扶助費�
1515億5,5405,540万円万円�
（9.4%9.4%）〈＋〈＋3.23.2〉�

　その他　その他�
（繰出金など）（繰出金など）�
2323億3,268�3,268�

万円万円�
（14.1%14.1%）�
〈△〈△4.54.5〉�

補助費など�
23億9,151万円�
（14.4%）〈＋0.8〉�

公債費�
20億8,009万円�
（12.6%）〈＋1.6〉�

物件費�
18億3,735万円�
（11.1%）〈△1.1〉�

貸付金�
15億6,479万円�
（9.5%）〈△6.1〉�

扶助費�
15億5,540万円�
（9.4%）〈＋3.2〉�

　その他�
（繰出金など）�
23億3,268�

万円�
（14.1%）�
〈△4.5〉�
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…
…
…
…
…
…
１
億
５
、
０
１
１

身
体
障
害
者
福
祉
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
、
３
０
２

老
人
福
祉
施
設
入
所
措
置
事
業
…
…
…
…
…
…
…
８
、
８
４
９

介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
５
、
６
９
３

◆
衛
生
費

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
…
…
…
７
億
１
、
５
２
１

老
人
保
健
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
０
、
８
５
６

各
種
予
防
接
種
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
、
２
２
６

医
療
費
助
成
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
、
１
７
８

ゴ
ミ
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
…
…
…
…
…
…
４
７
３

日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
２
７
０

◆
農
林
水
産
業
費

農
業
振
興
費
・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
ほ
か

２
億
８
、
８
４
９

農
地
整
備
・
農
村
総
合
整
備
事
業
ほ
か
…
…
２
億
２
、
２
２
５

林
業
振
興
費
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
、
６
５
９

◆
商
工
費

貸
付
金
関
係
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
億
６
、
６
２
６

商
工
業
振
興
補
助
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
２
、
２
６
６

雪
ま
つ
り
ほ
か
観
光
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
、
５
２
３

◆
土
木
費

道
路
新
設
改
良
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
０
、
８
８
０

融
消
雪
施
設
建
設
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
５
、
４
６
１

街
路
・
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
２
億
６
、
４
３
８

区
画
整
理
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
億
８
、
１
７
３

◆
教
育
費

情
報
館
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
億
１
、
３
７
４

小
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
事
業
…
…
…
…
３
、
８
１
８

小
中
学
校
や
る
気
！
元
気
！
総
合
的
学
習
支
援
事
業
…
１
、
２
６
２

芸
術
・
文
化
振
興
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、
２
０
０

健
康
体
力
増
進
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
、
１
１
１

不
登
校
児
童
生
徒
対
策
等
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
５
９

外
国
語
指
導
助
手
設
置
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
５

市
民
体
育
大
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
８
４

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
場
関
連
整
備
事
業
…
５
４
９

市民１人に使われたお金

右ページのグラフ歳出決算額を、平成

15年３月末住民基本台帳人口43,256人

で割った金額です。

歳出総額
１人当たり382,639円

民生費
77,560円

土木費
68,142円

教育費
38,623円

公債費
46,470円

総務費
45,159円

衛生費
31,452円

商工費
32,394円

農林
水産業費
18,536円

その他
（議会費など）

24,303円

市税収入済額の状況

皆さんの納めた市税は歳入の大きな部分を占めています。

44億1,239万円のうち、固定資産税と市民税で合わせて39

億2,696万円、89.0％となっています。 市債残高の状況
166億0,368万円（前年度対比1.9％減）

市債は、市が国や銀行などの金融機

関から長期に借り入れるお金です。ト

ップの土木債は道路や河川などの工事

に、２番目の教育債は学校建設などに

使われています。

性質別歳出の状況

歳出決算額165億5,141

万円の使いみちを、右の円

グラフのように同じ種類ご

とに分けたものを性質別歳

出といいます。

これに対して、左の棒グ

ラフのように土木費、民生

費、教育費などに分けたも

のを目的別歳出といいま

す。

土　　　　地

建　　　　物

941万8,972g

19万7,389g

5億7,565万円

7万5,352g

2,557k

16,967g

1億1,820万円

有 価 証 券 株　券

山　林

立　木

土　地

現　金

現　金

学 校 基 金

土地開発基金

その他基金
（一般会計分） 6億3,138万円

財 産 の 状 況
（15.3.31現在）

平
成
14
年
度

一
般
会
計
の
主
な
仕
事
（
単
位：

万
円
）

市
の

年
度
決
算

14年度一般・特別会計の決算

会　計　名 歳入決算額◯イ 前年度対比 前年度対比歳出決算額◯ロ 差引額◯イ－◯ロ

一　般　会　計　　171億3,265

32億7,611

5億7,408

31億1,731

45億2,387

12億6,378

23億3,080

150億8,595

322億1,860

△ 7.6

△ 6.5

△ 28.6

△ 12.6

△ 3.2

△ 31.9

＋ 6.1

△ 9.1

△ 8.3

165億5,141

29億4,128

5億0,103

29億8,293

45億1,626

11億9,423

23億0,027

144億3,600

309億8,741

△ 8.3

△ 5.4

△ 28.5

△ 12.7

△ 2.4

△ 33.9

＋ 7.0

△ 8.7

△ 8.5

国民健康保険

簡 易 水 道

下水道事業

老 人 保 健

農業集落排水事業

計

合　　　計

特
　
別
　
会
　
計
介 護 保 険

5億8,124

3億3,483

7,305

1億3,438

761

6,955

3,053

6億4,995

12億3,119

明るく住みよいまちづくりに 使われました
市
の

年
度
決
算市の財政を市民の皆さんから知っていた

だくため、毎年８月と２月に財政のあらま

しを公表しています。今回は６・７ページ

が市の決算状況、８ページが市の６月末の

予算執行状況、９ページが広域事務組合と

衛生施設組合の決算状況と６月末の予算執

行状況です。

※（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

（単位：万円・％）

一般会計歳入の状況 171億3,265万円
前年度対比7.6％減 一般会計歳出の状況 165億5,141万円

前年度対比8.3％減

44億1,239万円（前年度対比1.4％減）

14 14
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歳入�
40億5,099�
万円�

〈＋35.3〉�

繰越金�
9,706万円�

十日町市�
7億7,864万円�
　（19.2％）�
　　〈＋11.8〉�

川西町�
2億0,407万円�
（5.1％）�
〈＋11.2〉�

中里村 1億4,137万円�
（3.5％）〈＋5.8〉�

　松代町�
7億5,661万円�
（18.7％）�
〈＋77.3〉�

　　松之山町�
5億1,878万円�
　（12.8％）�
　　〈＋76.1〉�

組合債�
10億8,860�
       万円�
（26.9％）�
〈＋40.0〉�

県支出金�
1億9,216�
万円�
（4.7％）�
〈＋97.5〉�

繰越金4,880万円�
（1.2％）〈△11.7〉�

財産収入 1万円�
（0％）〈△100〉�

国庫支出金2,053万円�
         （0.5％）〈△10.5〉�

諸収入3,613万円�
（0.9％）〈＋214.3〉�

寄附金30万円（0.0％）〈＋200〉�

使用料及び手数料�
106万円（0.0％）〈△16.0〉� 消防施設費�

1億0,601万円�
（2.7％）〈＋34.9〉�
�

公債費 8,976万円�
（2.3％）〈＋22.4〉�

総務費�
2,704万円�
（0.7％）〈△16.8〉�

議会費�
97万円�
（0.0％）〈△21.9〉�

歳出�
39億5,393�
万円�

〈＋34.2〉�

　　
消
防

費
13
億
5,
10
4万
円
（
34
.2
％
）〈
△

0.3
〉

企画管理費�
1,966万円�
（0.5％）�
〈＋652.2〉�

  常備�
 消防費�
10億3,646�
　　万円�
　（26.2％）�
　　〈△3.0〉�

里創プラン�
　　事業費�
　　24億6,546�
　　　　万円�
 　　　（62.3％）�
　　　　〈＋66.5〉�

非常備消防費�
2億0,857万円�
（5.3％）〈＋0.5〉�

企画
振興
費

24
億
8,
51
2
万
円
（
6
2.
8
％
）〈
＋
67
.5〉

分担金及び負
担金

26
億
6,
3
4
0
万
円
（
6
5
.8
％
）〈
＋
33
.7
〉

 津南町津南町�
2億6,3936,393万円万円�

（6.56.5％）％）〈＋〈＋3.33.3〉�

 津南町�
2億6,393万円�

（6.5％）〈＋3.0〉�

市
の
15
年
度
６
月
末
予
算
執
行
状
況

そ
の
他�

市
民
税�

固
　
定�

資
産
税�

都
　
市�

計
画
税�

市
町
村�

た
ば
こ
税�

24億�
0,410万円�
（55.9%55.9%）�
〈△〈△4.44.4〉� 13億�

8,830万円�
（32.3%32.3%）�
〈△〈△3.43.4〉�

24億�
0,410万円�
（55.9%）�
〈△4.4〉� 13億�

8,830万円�
（32.3%）�
〈△3.4〉�

2億�
5,480万円�
（5.9%）�
〈＋17.7〉�

1億�
4,860万円�
（3.5%）�
〈△5.2〉�

1億�
0,150万円�
（2.4%）�
〈＋1.5〉�

（
軽
自
動
車
税�

　
　
　
　
な
ど
）�

15年度一般・特別会計の６月末予算執行状況

一般会計の６月末

歳入・歳出予算

歳出総額
１人当たり390,992円

民生費
83,428円

土木費
57,404円

公債費
47,227円

総務費
45,978円

教育費
40,925円

商工費
40,344円

衛生費
34,755円

農林
水産業費
16,172円

その他
（議会費など）

24,759円

一般会計と特別会計の６月末予

算執行状況は右のとおりです。

一般会計は、６月末予算額169

億0,688万円（前年度対比1.6％減）

に対して収入済額48億7,025万円

（収入率28.8％）、支出済額34億

4,319万円（執行済額20.4％）と

なっています。

また、特別会計は、６月末予算

額143億0,803万円（前年度対比

3.4％増）に対して収入済額26億

0,293万円（収入率18.2％）、支出

済額19億3 ,021万円（執行率

13.5％）となっています。

市民１人に

使われるお金

上の円グラフ歳出

予算額を、平成15年

６月末住民基本台帳

人口43,241人で割

った金額です。

合　　計

単独事業

補助事業普通
建設
事業

2億0,966

14億6,467

16億7,433

6,970（33.2％）

6億3,410（43.3％）

7億0,380（42.0％）

事 業 名 ６月末予算額 執行済額（率）

公共事業執行状況

普通建設事業の15年度一般会計の６月

末予算額16億7,433万円（前年度対比

17.7％減）に対して、執行済額７億0,380

万円、執行率42.0％となっています。

（単位：万円）

一 般 会 計

国民健康保険

簡 易 水 道

下水道事業

老 人 保 健

農業集落排水事業

介 護 保 険

合　　　計

計

166億2,900

33億0,770

6億7,950

30億1,400

43億6,300

4億9,960

24億4,900

143億1,280

309億4,180

△ 3.1

＋ 18.1

＋ 24.6

＋ 9.0

△ 1.4

△52.9

＋ 12.5

＋ 3.9

0.0

169億0,688

33億0,399

6億9,236

30億2,131

43億9,189

4億4,811

24億5,037

143億0,803

312億1,491

48億7,025

9億1,372

1億1,267

3億3,916

7億5,909

7,831

3億9,998

26億0,293

74億7,318

34億4,319

5億7,367

2,045

1億3,514

7億9,794

1,705

3億8,596

19億3,021

53億7,340

△ 1.6

＋ 17.8

＋ 21.8

＋ 9.1

△ 1.6

△58.1

＋ 13.4

＋ 3.4

＋ 0.6

会　計　名 当初予算額 前年度
対　比

6月末予算額 収入済額 支出済額前年度
対　比

特
　
別
　
会
　
計

（単位：万円・％）

市税の予算額
（総額42億9,730万円）

注：
（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

注：
（ ）内は構成比、
〈 〉内は前年度対比（単位：％）

歳入�
169億0,688�
万円�

〈1.6％減〉�

歳出�
169億0,688�
万円�

〈1.6％減〉�

地方交付税�
53億4,000万円�
　　（31.6%）�
　　　〈△6.5〉�

市税�
42億9,730万円�
（25.3%）〈△2.9〉�

諸収入（主に貸付金元利収入）�
　19億8,785万円�
　（11.8%）〈△4.7〉�

市債�
15億0,320万円�
（8.9%）〈＋14.6〉�

国庫支出金 11億6,831万円�
（6.9%）〈＋9.8〉�

県支出金�
9億2,401万円�
（5.5%）〈＋1.0〉�

その他�
（地方消費税交付金など）�
16億8,621万円�
（10.0%）〈＋1.1〉�

民生費�
36億0,750万円�
（21.3%）〈＋4.7〉�

土木費�
24億�
8,219万円�
（14.7%）�
    〈△17.8〉�

公債費�
20億4,215万円�
（12.1%）〈＋0.5〉�

総務費�
19億8,815万円�
（11.8%）〈△0.4〉�

教育費�
17億6,964万円�
（10.5%）〈＋3.4〉�

商工費�
17億�
4,452万円�
（10.3%）�
〈＋6.6〉�

衛生費�
15億0,285万円�
（8.9%）〈＋11.6〉�

農林水産費�
6億9,927万円�
（4.1%）〈△16.7〉�

その他（議会費など）�
10億7,061万円�
（6.3%）〈△6.9〉�

十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町で運営する組合で、広域企

画振興、消防・救急業務、総合福祉センター御陣荘、家畜指導診療所の事業を行って

います。注：（ ）内は構成比、〈 〉内は前年度対比（単位：％）

十 日 町 地 域 衛 生 施 設 組 合

十 日 町 地 域 広 域 事 務 組 合

十日町市、川西町、松代町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場

の管理・運営などの事業を行っています。注：（ ）内は構成比、〈 〉内は

前年度対比（単位：％）

14 年 度 一 般 会 計 の 決 算

14 年 度 一 般 会 計 の 決 算

組合債残高の状況
（単位：万円）

（単位：万円）

歳出�
10億7,738�
万円�

〈＋7.8〉�

歳入�
11億0,620�
万円�

〈＋4.6〉�

繰越金�
2,882万円�

十日町市�
7億1,521万円�
　（69.7％）〈△3.3〉�

川西町�
8,497万円�
（7.7％）〈△7.1〉�

松代町�
5,015万円�
（4.5％）�
〈＋169.9〉�

　　　使用料�
　　及び手数料�
  1億8,462万円�
  （16.7％）〈＋1.0〉�

繰越金�
5,871万円�
（5.3％）〈＋129.8〉� その他14万円�

    （0.0％）〈＋16.7〉�

組合債1,240万円�
（1.1％）〈＋1,240〉�

公債費�
　3億�
　3,801万円�
 　　（31.4％）�
　　　〈＋0.3〉�

じん芥処理費�
3億9,761万円�
（36.9％）　〈＋27.0〉�

 一般管理費�
1億7,537万円�
  （16.3％）�
　〈＋1.5〉�

し尿処理費�
1億1,615万円�
　　　　（10.810.8％）�
　　　　　　　　〈△〈△3.43.4〉�

し尿処理費�
1億1,615万円�
　　（10.8％）�
　　　　〈△3.4〉�

最終処分場費�
3,118万円�
（2.9％）〈＋1.7〉�

火葬場費 1,866万円�
（1.7％）〈△25〉�

議会費 40万円�
　　（0.0％）〈△4.8〉�

　
　
　
　

分
担
金及び負担金8億

5,0
33

万
円（
76
.9
％
）〈
＋
0
.1
〉

一
部
事
務
組
合
の
14
年
度
決
算
・

15
年
度
６
月
末
予
算
執
行
状
況

ごみ処理施設

し尿処理施設

厚生福祉施設

合　　　計

14億1,045

2億1,883

5億0,090

21億3,018

15年度一般会計の
６月末予算執行状況

（単位：万円）

当 初 予 算 額

６月末予算額

収 入 済 額

支 出 済 額

14億8,500

20億2,526

1億9,401

1億2,813

15年度一般・特別会計の６月末予算執行状況
14年度出動・利用状況

（単位：万円・％）14年度特別会計の決算

会　計　名 当初予算額 6月末予算額 収入済額 支出済額
十日町市

川 西 町

津 南 町

中 里 村

松 代 町

松之山町

圏 域 外

合　計

消防車など

82

11

19

17

7

7

2

145

件
1,049

241

334

164

190

162

5

2,145

5,966

2,479

8,090

273

250

272

－

17,330

救急車 家畜指導
診 療 所

一 般 会 計 17億5,200

4,280

17億9,480

17億7,692

4,280

18億1,972

4億9,525

2,046

5億1,571

4億3,240

1,285

4億4,525合　　　計

家畜指導診療所
特別

会計　

件 件

（単位：万円）組合債残高の状況

会計名 歳入額
（前年度対比）

歳出額
（前年度対比）

繰越金

5,085
（△5.8）

3,965
（△6.2）

1,120家畜指導
診 療 所

消防庁舎建設事業

消防施設整備事業

防 災 対 策 事 業

2,651

7,895

770

3億5,332

22億5,450

27億2,098

旧地域
総合整
備事業

防災まちづくり事業

里創プラン事業

合　　　　　計
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私
は
こ
の
派
遣
で
、
初
め
て
広
島
を
訪

れ
ま
し
た
。と
て
も
き
れ
い
で
近
代
的
で
、

58
年
前
に
原
爆
を
受
け
た
と
は
と
て
も
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
原
爆
ド
ー
ム
を

は
じ
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
悲
惨
さ
を
物

語
る
よ
う
な
建
物
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
派
遣
で
一
番
印
象
が
強

か
っ
た
の
は
記
念
式
典
で
す
。
暑
い
中
、

た
く
さ
ん
の
人
が
参
列
し
、
被
爆
し
た

人
々
へ
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
の
と
は
全
然
違
っ
て
、
人
々
の

平
和
へ
の
思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
私
も
改
め
て
戦
争
の
む
ご
さ

を
感
じ
、
平
和
へ
の
願
い
を
強
く
し
ま
し

た
。
58
年
前
の
あ
や
ま
ち
を
絶
対
に
く
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。そ
う
思
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
は
広
島
を

訪
れ
る
べ
き
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
私
み
た
い
に
他
人
事
だ
と
思
っ

て
い
た
人
で
も
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
世
界
か
ら
戦
争
と
い
う

言
葉
、
核
兵
器
と
い
う
凶
器
が
消
え
る
よ

う
に
、
私
た
ち
子
ど
も
が
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８
月
６
日
、平
和
記
念
式
に
出
席
し
た
。

僕
は
、
記
念
式
に
出
る
１
日
前
、
平
和
記

念
資
料
館
に
行
っ
て
戦
争
に
つ
い
て
学
ん

だ
。そ

の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
原
爆
の
す
ご
さ
だ
。
原

爆
か
ら
出
さ
れ
る
放
射
線
は
恐
ろ
し
い
も

の
で
、
人
の
皮
膚
を
と
か
し
、
放
射
線
を

浴
び
た
所
だ
け
水
ぶ
く
れ
に
な
る
。
そ
の

後
、
放
射
線
で
髪
が
抜
け
、
つ
ら
い
思
い

を
し
た
人
も
い
る
と
思
う
。

爆
心
地
の
近
く
に
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
生
き
残
っ
た
人
の
写
真
を
見
た
。
ま

さ
に
奇
跡
だ
と
思
っ
た
。
「
本
当
に
命
は

紙
一
重
だ
」
と
、
被
爆
者
の
話
を
聞
い
て
、

命
の
尊
さ
を
実
感
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
争
い
を
な
く
す
た
め
、

日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
な
い
と
、
世
界
平
和
は
遠
ざ
か

っ
て
い
く
。

２
０
０
５
年
、
国
連
の
核
兵
器
に
つ
い

て
の
会
議
に
日
本
も
参
加
す
る
。
唯
一
の

被
爆
国
と
し
て
世
界
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

私
は
、
今
回
の
広
島
派
遣
で
本
当
の
原

爆
の
恐
ろ
し
さ
や
、
広
島
の
人
々
に
与
え

た
苦
し
み
や
悲
し
み
を
と
て
も
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
日
に
行
わ
れ
た
慰
霊
式
で
は
、
こ
ど

も
代
表
の
『
平
和
へ
の
誓
い
』
の
中
で
紹

介
さ
れ
た
、
峠
三
吉
さ
ん
の
詩
に
強
く
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
に
訪
問
し
た
原
爆
養
護

ホ
ー
ム
「
む
つ
み
園
」
で
は
、
右
田
さ
ん

と
い
う
方
に
お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
右
田
さ
ん
は
自
分
の
体
験
を
話
し

な
が
ら
、
亡
く
な
っ
た
子
ど
も
さ
ん
の
こ

と
に
な
る
と
少
し
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
こ
こ
で
も
被
爆
者
・
遺
族
の
方
の

悲
し
み
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、被
爆
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

被
爆
の
体
験
を
語
り
継
い
で
く
れ
る
人
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
島

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
こ
と
は
変
え
る
こ

と
の
で
き
な
い
事
実
で
す
。
今
回
、
広
島

派
遣
団
に
参
加
し
た
私
た
ち
も
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
、
学
校
で
の
発
表
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
し
で
も
多
く
の
人
か
ら

ぜ
ひ
一
度
広
島
に
行
っ
て
、
原
爆
の
恐
ろ

し
さ
や
、
広
島
の
人
々
の
苦
し
み
・
悲
し

み
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
記
念
式
に
参
加
し
て
思
っ
た
こ
と

は
、
た
く
さ
ん
の
国
の
人
が
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
１
年
間
で
５
、
０
０
０
人
の
死
者

が
増
え
、
こ
れ
で
約
23
万
人
も
の
死
者
を

出
し
た
原
子
爆
弾
は
今
の
時
代
に
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

広
島
の
人
は
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
よ
く

知
っ
て
い
る
の
で
、
反
対
運
動
や
核
を
持

っ
て
い
る
国
の
大
統
領
に
、
平
和
記
念
式

に
参
加
す
る
よ
う
に
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。し

か
し
、核
は
な
く
な
る
こ
と
が
な
く
、

逆
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
兵
器
を
使
え
ば
、
58
年
前
の
原
爆

投
下
の
よ
う
に
大
量
の
死
者
が
出
て
、
街

は
こ
わ
れ
、
悲
し
み
や
苦
し
み
の
声
が
響

く
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
ど
こ
の
国
も
兵
器
を
捨
て
て
平
和
に

つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

「
平
和
」
と
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

本
当
に
「
平
和
」
と
言
え
る
世
界
に
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
式
に
参
加
し
た
た

く
さ
ん
の
人
が
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
る

た
め
の
第
一
歩
を
築
い
て
も
ら
い
た
い
で

す
。

十
日
町
市
と
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
で
は
、
原
爆
犠
牲
者
へ

の
慰
霊
と
平
和
を
願
い
、
今
年
も
市
民
代
表
と
し
て
広
島
市
派
遣
団

（
近
藤
紀と
し

夫お

団
長
ほ
か
８
人
）
と
長
崎
市
派
遣
団
（
星
野
景
子
団
長
ほ

か
１
人
）
を
送
り
ま
し
た
。
広
島
市
派
遣
団
は
、
津
南
町
代
表
の
６
人

と
と
も
に
原
爆
死
没
者
慰
霊
・
平
和
記
念
式
典
に
参
列
し
、
広
島
市
と

原
爆
養
護
ホ
ー
ム
、
原
爆
病
院
に
義
援
金
な
ど
を
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
６
日
D
に
は
、
キ
ナ
ー
レ
前
庭
の
「
平
和
の
火
」
前
で

第
49
回
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
島
市
派
遣
団
に
中
学
校
代
表
と
し
て
参
加
し
た
、
下
条
中
学
校
の

生
徒
４
人
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

広
島
派
遣
団
に
参
加
し
て

３
年
　
綱

佑

子

広
島
派
遣
に
行
っ
て

３
年
　
水
落
佳
那
子

平
和
記
念
式
に
出
席
し
て

１
年
　
近

藤

光

司

平
和
記
念
式
に
参
加
し
て

３
年
　
佐

藤

昌

志

原
爆
養
護
ホ
ー
ム
で
被
爆
体
験
者
の

話
を
聞
き
ま
し
た

原
爆
の
子
の
像
に
市
内
の
中
学
生
や
市
民
が
折
っ
た

千
羽
鶴
を
供
え
ま
し
た
。
左
か
ら
近
藤
さ
ん
、
佐
藤

さ
ん
、
水
落
さ
ん
、
綱
さ
ん

被
爆
か
ら
　
年

世
界
恒
久
平
和
を
願
い

58

原爆ドームをバックに十日町市と津南町の派遣団
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県
道
中
条
田
川
線
の
う
ち
、
太
子

堂
八
幡
線
と
の
交
差
点
（
中
条
八
幡

地
内
）
か
ら
四
日
町
五
軒
新
田
線
と

の
交
差
点
ま
で
の
間
が
、
車
輌
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

国
道
１
１
７
号
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
歩
行
者
・
自
転
車
は
期

間
中
も
通
行
で
き
ま
す
。

下
水
道
課
事
業
係

（
1
52
│
７
４
４
１
）

■
交
通
規
制
の
期
間

９
月
１
日
B
〜
11
月
30
日
A

【
五
軒
新
田
・
中
条
八
幡
地
内
】

■
う
回
路

■
問
合
せ

■
交
通
規
制
の
区
間

県道中条田川線の五軒新田地内と中条八幡地内が、下水道工事のため、９月１日

bから11月30日aまで車輌通行止めになります。大変ご迷惑をおかけしますが、

う回路をご利用いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

県道中条田川線車輌通行止めのお知らせ

工事箇所

下
大
井
田
川

上
大
井
田
川

水
質
汚
染
の
主
な
原
因
は
、
台
所
や
お

風
呂
、
洗
面
所
な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
生

活
雑
排
水
で
す
。
合
併
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
な
い
家
庭
で
は
、
生
活
雑
排
水
が
未

処
理
の
ま
ま
、道
路
側
溝
や
農
業
用
水
路
、

河
川
な
ど
へ
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
雑
排
水
を
ト
イ
レ
の
排
水
と
併
せ

て
下
水
道
へ
流
す
こ
と
に
よ
り
、
身
の
回

り
の
環
境
や
側
溝
、
用
水
路
、
河
川
な
ど

が
き
れ
い
に
な
り
、
快
適
で
安
全
な
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
下

水
道
の
果
た
す
大
き
な
役
割
で
す
。

水
の
汚
れ
方
が
ひ
ど
い
と
、
水
中
の
微

生
物
が
汚
れ
を
食
べ
て
き
れ
い
に
す
る
と

き
に
大
量
の
酸
素
が
必
要
と
な
り
、
次
第

に
酸
素
の
量
が
減
少
し
、
魚
な
ど
が
す
め

な
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
水
が
ど
れ
だ
け

汚
れ
て
い
る
か
を
表
す
指
標
に
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
が
あ
り
、

一
般
的
に
魚
が
す
め
る
環
境
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ

の
値
が
５
m
／
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
す
。

家
庭
か
ら
の
一
日
の
排
水
は
、
一
人
ド

ラ
ム
缶
１
本
分
、
約
２
０
０
リ
ッ
ト
ル

（
水
洗
ト
イ
レ
50
リ
ッ
ト
ル
、そ
の
ほ
か
の

生
活
排
水
１
５
０
リ
ッ
ト
ル
）
に
も
の
ぼ

り
ま
す
。
米
の
と
ぎ
汁
２
リ
ッ
ト
ル
を
捨

て
た
場
合
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
値
は
３
、
０
０
０

m
／
リ
ッ
ト
ル
、
魚
が
す
め
る
水
質
に
す

る
た
め
に
ド
ラ
ム
缶
６
本
も
の
水
の
量
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食
器
の
洗
浄

水
２
リ
ッ
ト
ル
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
は
90
m
／
リ

ッ
ト
ル
、
洗
濯
水
２
リ
ッ
ト
ル
で
は
Ｂ
Ｏ

Ｄ
は
20
m
／
リ
ッ
ト
ル
と
な
り
、
ド
ラ
ム

缶
は
そ
れ
ぞ
れ
０
・
６
本
、
０
・
５
本
必

要
で
す
。

た
だ
し
、
汚
れ
を
薄
め
た
だ
け
で
は
問

題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

本
管
の
整
備
が
完
了
し
、
新
た
に
下
水

道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
を
対

象
に
使
用
開
始
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
説
明
会
で
は
、
供
用
開
始
の
日
か

ら
３
年
以
内
に
下
水
道
へ
接
続
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

３
年
以
上
経
過
し
た
人
は
、
速
や
か
に

下
水
道
へ
接
続
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
に
設
置
し
た
公
共
汚
水

桝ま
す

に
、
台
所
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の

排
水
を
接
続
す
る
こ
と
に
よ
り
下
水
道
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
排
水
設
備

工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
店
（
排
水

設
備
指
定
工
事
店
）
で
な
け
れ
ば
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
下
水
道
課
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
下
水
道
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
、
下
水

道
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。
下
水
道
本
管
工
事
、
排
水
設
備

工
事
、
下
水
道
料
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と

や
身
近
な
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
://

w
w
w
.c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp
/g

e
su
id
o
u
/

下
水
道
課
　
1
52
│
５
５
３
１

十日町市下水道キャンペーン

下水道に対する理解や認識を深めていただくた

め、９月10日の「下水道の日」を中心に全国各

地でさまざまなイベントが開催されます。十日町

市でも、下水道紹介コーナーのほか、風船・わた

あめの無料サービスや射的・輪投げなどのお楽し

みコーナーを設けて、下水道キャンペーンを行い

ます。皆さんのご来場をお待ちしています。

日　時：９月７日a午前10時～午後４時

会　場：十日町農協中条支店（中条上町）
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排水設備責任技術者試験・講習会
（中越地区）

・受験講習会

日時：10月31日f 会場：ハイブ長岡

・試　験

日時：11月16日a 会場：中越高等学校

受験講習会と受験の申込みは、９月１日b～

12日fの午前８時30分から午後５時までの間

に、下水道課へ提出してください（ただし、土、

日は除く）。申込用紙は下水道課にあります。

下
水
道
の
役
割

家
庭
の
台
所
排
水
は
ど
こ
へ
流
れ
て
い
ま
す
か
？

下
水
道
を
使
っ
て
快
適
で
安
全
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

汚
れ
の
源

下
水
道
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

下
水
道
接
続
に
あ
た
っ
て

下
水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金

事
業

を
実
施
し
ま
す

新
潟
県
及
び
十
日
町
市
で
は
、
平
成

15
・
16
年
度
に
お
い
て
緊
急
地
域
雇
用
創

出
特
別
基
金
事
業
（
中
小
企
業
特
別
委
託

事
業
）
を
実
施
し
ま
す
。
一
定
の
要
件
を

満
た
す
中
小
企
業
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
委

託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
の
安
定
や
雇

用
機
会
の
創
出
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

事
業
の
受
託
を
希
望
す
る
中
小
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
企
業
の
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
民
間
企
業

①
新
潟
県
内
に
本
店
ま
た
は
支
店
な
ど
を

有
す
る
こ
と

②
企
業
全
体
で
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
が

50
人
未
満

③
３
年
前
か
ら
直
近
の
事
業
年
度
ま
で
２

年
連
続
し
て
売
上
高
が
減
少

④
直
近
の
事
業
年
度
の
生
産
量（
額
）、
販

売
量
（
額
）
な
ど
の
生
産
指
標
が
３
年

前
に
比
べ
３
分
の
１
以
上
減
少

委
託
事
業
の
実
施
要
件

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

①
事
業
費
に
占
め
る
人
件
費
割
合
は
５
割
超

②
委
託
事
業
に
従
事
す
る
全
労
働
者
の
う

ち
、
新
規
に
雇
用
す
る
失
業
者
の
割
合

が
10
分
の
１
以
上

③
委
託
事
業
の
実
施
期
間
は
原
則
と
し
て

６
か
月
未
満

④
委
託
事
業
額
が
事
業
実
施
期
間
の
前
年

同
期
の
生
産
指
標
の
２
分
の
１
以
下

委
託
事
業
内
容

十
日
町
市
‥
道
路
側
溝
清
掃
な
ど
の
維
持

管
理
業
務
、
地
籍
調
査
事
業
に
お
け
る

資
料
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
‥
公
園
清
掃
、
粗
大
ゴ
ミ
リ
サ
イ

ク
ル
、
森
林
整
備
、
不
法
投
棄
物
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
種
調
査
・
各
種
デ
ー

タ
整
理
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

受
託
を
希
望
す
る
場
合
は

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
雇
用
促
進

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
を
送

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
雇
用

促
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

の
審
査
後
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
「
登

録
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
登
録
通
知
書
は
事
業
の
受
託
候
補
企
業

リ
ス
ト
に
掲
載
し
た
こ
と
を
意
味
し
、

事
業
の
受
託
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申
請
締
め
切
り

十
日
町
市
事
業
分
‥
９
月
19
日
f

新
潟
県
事
業
分
‥
随
　
時

申
込
み
・
問
合
せ

雇
用
促
進
課
（
1
57
│
３
１
１
１
内
線

２
６
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
52
│
４
６
３
５
、e

-

m
a
il:k
o
y
o
u
@
c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.

n
iig
a
ta
.jp

）

中小企業の
皆さんへ

中

小

企

業

特
別
委
託
事
業

）
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〜
芸
術
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜

第
９
回

十
日
町
石
彫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
９
回
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
完
成

し
た
５
作
品
が
市
内
に
設
置
さ
れ
、
８
月
20
日

D
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
完
成
し

た
新
作
品
を
含
め
、
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

石
彫
は
49
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

尾崎　慎 作「未来を抱く」
■設置場所＝駅通り（水国織物㈱前）

佐藤賢太郎 作「四兄弟」
■設置場所＝本町２（㈱田畑屋商店前）佐藤賢太

郎 作「
ついてお

いで」

■設置場
所＝本町

３（㈱イ
チムラ前

）

新
谷
一
郎

作
「
や
す
ら
ぎ
親
子
」

■
設
置
場
所
＝
下
条
（
神
明
水
辺
公
園
）

高田　大　作「遠い記憶」
■設置場所＝駅通り駐車場

●と　き＝９月13日g 午前９時（受付：８時45分～）～正午

●ところ＝公民館本館

●申込み・問合せ＝下のメニューから１つ選んで、９月４日eま

でに公民館本館（157－5011・FAX57－5010）へ。

参加費は当日集めます。

①手話のうた

②料　　　理

③パ ソ コ ン

④ミニドラマ

⑤や き も の

⑥ブーメラン

⑦竹 と ん ぼ

メニュー

15人

20人

14人

５人

20人

20人

20人

定員

小
学
４
年
生
以
上

小
学
３
年
生
以
上

対象学年

無料

500円

300円

200円

300円

200円

200円

参加費

筆 記 用 具

筆 記 用 具

筆 記 用 具

手ふきタオル

筆記用具・ハサミ

筆 記 用 具
切出しナイフ

筆 記 用 具
エ プ ロ ン

みんなが知っている「世界で
一つだけの花」を手話で歌いましょう

夏野菜を使った、簡単で
おいしいお菓子を作りましょう

パソコンで自分だけのオリジナル
カレンダーをつくりましょう

みんなで企画・出演して楽しいミニドラマを作りましょう

粘土で作るオリジナルペンスタンドに絵をかきましょう

牛乳パックで、必ず戻ってくるブーメランを作りましょう

竹を削って本物の竹とんぼを作って飛ばしましょう

必 要 な 物 内 　 　 容

■
出
品
作
品
＝
各
部
門
と
も
１
人
２

点
以
内
。未
発
表
作
品
に
限
る
。作
品

を
額
装
す
る
場
合
は
ガ
ラ
ス
不
可

■
出
品
料
＝
一
般
‥
１
点
１
、
０
０

０
円
、
２
点
１
、
５
０
０
円
、
高
校

生
以
下
‥
１
点
５
０
０
円

■
作
品
搬
入
出
＝
搬
入
‥
10
月
21
日

c
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分
に
会

場
に
持
参
。
搬
出
‥
10
月
28
日
c
午

後
４
時
30
分
〜
６
時
30
分

■
審
査
会
＝
10
月
22
日
d
午
後
３
時

〜
５
時
30
分

■
募
集
要
項
＝
公
民
館
本
館
・
各
地

区
館
、市
役
所
、情
報
館
に
あ
り
ま
す

■
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課
（
公
民
館

本
館
内
1
57
│
５
０
１
１
）

第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回第36回

【
会
期
　
10
月
25
日
G
〜
28
日
C
】

【
会
場
　
市
民
体
育
館
（
学
校
町
一
丁
目
）
】

部　　門 作　　品　　規　　格

日 本 画

洋 画

版 画

現 代 美 術

彫 刻

工 芸

写 真

書 道

額ぶち付きのこと（100号程度まで）

油絵・水彩・パステル、額ぶち付きのこ
と（８号～100号まで）

額装（ドライマウントは不可）。モノタイ
プ版は除く（幅116㎝以内）

常識の大きさを超えないこと

常識の大きさを超えないこと

染・織・焼物・つる・漆・革・木・竹・わ
ら・紙工芸など（幅・縦とも200cm以内）

額装または枠張り表装のこと（縦額は幅
76㎝以内、縦182㎝以内。横額は幅152
㎝以内、縦76㎝以内）※釈文票添付

単写真は全紙以上、全倍まで。木製パネ
ル張り（額ぶち不可）。組写真及び全倍
パネルの大きさは長辺103㎝まで

第１部

第２部

第３部

第４部

第５部

第６部

第８部

第７部

青級フェスティバ
ル・アドベンチャースクールに集まれ！
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消防団退職者を表彰

８月６日d、十日町地域消防本部で十日町市消防団退職

者の表彰伝達式が行われました。

今年３月末をもって退職された81人の皆さんは、地域住

民の生命と財産を守るために長年活躍されました。

伝達式では、市長から新潟県消防協会長表彰や市長表彰

などが手渡され、長年にわたる献身的な活動に感謝の言葉

がありました。

少年相撲教室

7日本相撲協会主催の十日町市少年相撲教室が８月17日

a、霜鳥関（新井市出身）と式秀親方（元小結・大潮）を迎

えて総合体育館で行われました。市内外から参加した小学生

約50人がまわしの締め方や相撲の基本動作などについて親

方や力士から直接指導を受けました。霜鳥関との取組では、

子どもたちが数人がかりで押すもののびくともせず、逆にま

わしを捕まれて土俵の外へと運び出されていました。

県
道
の
改
良
を
要
望
す
る
枯
木
又
〜

新
潟
県
庁
間
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
８

月
２
日
g
、
枯
木
又
地
区
住
民
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
冬
、
下
宿
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
学
生
の
現
状

な
ど
、
冬
季
間
の
道
路
状
況
を
訴
え
る

た
め
の
も
の
で
す
。
早
朝
５
時
に
枯
木

又
を
出
発
し
、
県
庁
ま
で
の
約
１
１
０

㎞
（
24
区
間
）
を
34
人
で
走
り
ぬ
き
ま

し
た
。
県
庁
到
着
後
に
は
、
県
道
路
建

設
課
長
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

下
宿
生
活
の
早
期
解
消
を
！

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

８
月
８
日
f
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ

た
平
成
15
年
度
学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
十
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

妻
有
サ
ラ
ダ
・
ゆ
き
ど
け
ス
ー
プ
な
ど

地
場
産
物
と
伝
承
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
「
妻
有
の
う
ん
め
ぇ
も
ん

が
い
っ
ぺ
ぇ
ラ
ン
チ
」
を
作
り
、
出
場

10
チ
ー
ム
中
、
最
高
賞
を
獲
得
し
た
も

の
で
す
。
十
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
十
日
町
中
、
中
条
中
、
下
条
中
に

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

わたしの思いを伝えたい

学
校
給
食
最
優
秀
賞

身近な問題や日ごろ考えていることを中学生が発表する、

わたしの主張2003十日町・中魚沼地区大会が８月12日c、

市民会館で行われました。郡市内10校から代表生徒が出場

し、「ある友人のおかげで」を発表した庭野峻一さん（十日

町中３年）が最優秀賞に輝きました。庭野さんは９月20日

gに新潟市で行われる県大会に出場します。また、優秀賞に

は樋口恵美さん（中条中３年）が選ばれました。

tokamachi topics

各種全国大会
８月３日a、東京都で行われた第３回全日本少年少

女空手道選手権大会で、男子個人形に出場した春日数
かず

紗
さ

選手（吉田小３年）が３位となり、見事銅メダルに

輝きました。

８月６日d、三重県で行われた第49回全国高等学

校相撲東西対抗大会でも、75Kg以上95Kg未満の部

に出場した五十嵐洋貴選手（十日町高２年）が３位と

なり、見事銅メダルに輝きました。

８月８日f～10日a、東京都で行われた第38回全

国高等学校定時制通信制陸上競技会では、池田愛子選

手（十日町高２年）が女子800ｍで６位、女子3,000

ｍでは昨年に引き続き４位に入賞し、２種目での入賞

を果たしました。

入賞者の皆さん、おめでとうございます。

池田愛子選手（十日町高２年）五十嵐洋貴選手（十日町高２年）春日数紗選手（吉田小３年）

各種全国大会入賞おめでとう！各種全国大会

最優秀賞の庭野さん（中央）と優秀賞の樋口さん（右）
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羽鳥航
こう

平
へい

ちゃん

（６歳）

ひまわりのまわりをたくさんのミツバチ

が飛んでいます。お花はおり紙でおりまし

た。ハチは好きだけど、さされるとチクッ

として痛いのでちょっとこわいです。

ひまわり畑の木の蜜をカブトムシとクワ

ガタが吸いに来たんだ。クモは巣を作って

いるんだ。お父さんと捕ってきたカブトム

シが大好きでお家で飼っているんだよ。

酒井　萌
もえ

ちゃん

（６歳）

No.220

愛
宕
幼
稚
園

吉
田
小
学
校
で
は
、
６
年
生
15
人

が
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
お
年

寄
り
と
の
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
総
合

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
中
に
は
、
４
年
生
以
上
が

参
加
し
て
、
恒
例
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の

知
恵
袋
グ
ル
ー
プ
の
３
人
が
中
心
と

な
っ
て
、
区
長
さ
ん
や
地
区
の
老
人

会
に
お
願
い
す
る
な
ど
準
備
を
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
お
達
者
会
に
参
加
し

た
り
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
太
鼓

を
披
露
し
た
り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

手
紙
を
つ
け
た
り
す
る
な
ど
、
地
域

の
お
年
寄
り
と
交
流
を
持
つ
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
林
奈な

々な

海み

さ
ん
（
６
年
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
ゲ
ー
ト
に
入

れ
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
お
年

寄
り
は
じ
ょ
う
ず
で
し
た
。
今
度
は

料
理
教
室
で
、
お
年
寄
り
の
得
意
な

料
理
を
教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
林
沙
也
加
さ
ん
（
６
年
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
難
し
か
っ
た
け

ど
、
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
今
度
は
お
楽
し
み
会
で

お
年
寄
り
か
ら
昔
の
遊
び
を
教
え
て

ほ
し
い
で
す
。

◆
馬
場
涼
介
さ
ん
（
６
年
）

お
年
寄
り
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

教
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
日
に
ち
や

時
間
な
ど
が
入
っ
た
お
願
い
の
手
紙

を
書
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
と
身
近

に
ふ
れ
あ
え
て
楽
し
い
で
す
。

◆
斎
木
春
美
先
生

輝
く
お
年
寄
り
を
知
り
、
そ
の
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
年
寄

り
を
通
し
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
を
再
認
識
し
、
も
っ
と
愛
せ
る
よ

う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
引
っ
込

み
思
案
な
子
が
多
い
た
め
、
人
前
で

積
極
的
に
自
分
か
ら
表
現
す
る
こ
と

を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。
ま
ず
は

「
あ
い
さ
つ
」「
返
事
」
か
ら
で
す
ね
。

17

左から馬場涼介さん、斎木先生、林奈々
海さん、林沙也加さん

●
吉
田
小
学
校
　
６
年
生
総
合
学
習

お
年
寄
り
と
交
流
し
よ
う

〈
ア
ル
プ
の
里
秋
風
フ
ェ
ス
タ
〉

▼
９
月

１
日
b
〜
30
日
c
▼
湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の

里
▼
越
後
湯
沢
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
涼
風

わ
た
る
ア
ル
プ
の
里
で
秋
の
花
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
誇
り
ま
す
。
一
面
に
咲
く
コ
ス
モ

ス
の
中
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
秋
風
テ
ン

ト
市
の
ほ
か
、
新
企
画
「
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

コ
ン
テ
ス
ト
」
も
行
わ
れ
ま
す
。
楽
し
か

っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
、
ア
ル
プ

の
里
の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
▼

湯
沢
高
原
ア
ル
プ
の
里
（
０
２
５
│
７
８

４
│
３
３
２
６
）

〈
千
手
ま
つ
り
〉

▼
９
月
６
日
g
〜
７
日

a
▼
川
西
町
千
手
地
内
▼
十
日
町
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
10
分
▼
千
手
神
社
の
秋
の
祭
礼

で
す
。
１
日
目
の
夕
方
に
は
樽
み
こ
し
、

に
わ
か
、
万
灯
が
地
域
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
夜
に
は
花
火
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す

▼
川
西
町
観
光
協
会
（
０
２
５
７
│
68
│

３
１
１
１
）

〈
上
越
科
学
館
標
本
作
品
展
〉
▼
９
月
23

日
（
秋
分
の
日
）
〜
10
月
５
日
a
▼
上
越

科
学
館
▼
直
江
津
駅
か
ら
バ
ス
15
分
（
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
経
由
高
田
行
き
）
▼
夏

休
み
に
上
越
市
内
の
小
・
中
学
生
が
作
っ

た
植
物
・
昆
虫
な
ど
の
標
本
の
力
作
を
展

示
し
ま
す
。
23
日
に
は
優
秀
作
品
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
す
▼
入
館
料
‥
一
般
４
０

０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円
▼
上
越
科

学
館
（
０
２
５
│
５
４
４
│
２
１
２
２
）

９月のイベント情
報

137

市
内
15
か
所
で
開
か
れ
た
合
併
に
関
す

る
意
見
交
換
会
が
、
８
月
８
日
f
の
東
部

会
館
を
最
後
に
終
了
し
ま
し
た
。
私
も
８

会
場
に
出
席
し
ま
し
た
の
で
、
若
干
の
報

告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
地
区
振
興
会
の
役
員
や
嘱
託

員
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
比
較
的
小
勢

で
市
長
と
活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
い
た

だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

市
長
は
、
こ
の
地
域
の
過
疎
化
・
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
税
収
は
減
り
福
祉
へ
の

財
政
負
担
が
増
加
す
る
一
方
、
国
の
財
政

難
に
よ
り
今
ま
で
の
よ
う
な
手
厚
い
交
付

税
措
置
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
基

本
的
に
は
合
併
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
私
の
印
象
に

残
っ
た
も
の
は
、
新
市
の
名
称
問
題
を
除

く
と
次
の
４
点
で
し
た
。

①
合
併
し
た
場
合
の
市
民
の
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
？
②

究
極
の
行
政
改
革
で
２
４
０
人
の
職
員
を

減
ら
し
た
と
き
、
そ
の
分
の
雇
用
は
ど
う

な
る
の
か
？
③
市
長
は
ど
の
よ
う
な
新
市

を
め
ざ
し
て
い
る
の
か
？
④
合
併
し
な
い

場
合
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
示
さ

な
い
の
か
？

こ
れ
に
対
す
る
市
長
の
答
え
は
、
①
②

に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る
行
政
の
効
率

化
で
浮
い
た
財
源
を
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

振
り
向
け
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
あ
る
。
職
員
削
減
分
の
雇
用
に
つ
い

て
は
、
民
間
へ
の
支
援
や
働
き
か
け
に
よ

り
創
出
す
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
新
市
将

来
構
想
検
討
委
員
会
の
答
申
を
待
つ
こ
と

に
な
る
が
、
地
域
が
持
つ
雄
大
な
自
然
を

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
た
い
。
④
に
つ
い
て
は
、
10
月
に

予
定
し
て
い
る
全
市
民
対
象
の
意
見
交
換

会
で
示
し
た
い
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。

合
併
は
、市
町
村
役
場
の
四
役
や
職
員
、

議
員
、
教
育
委
員
・
農
業
委
員
会
委
員
な

ど
の
非
常
勤
特
別
職
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
究

極
の
行
政
改
革
で
す
。
し
か
し
ポ
イ
ン
ト

は
、
削
減
し
た
経
費
を
交
付
税
で
算
定
し

て
も
ら
え
る
10
年
の
間
に
、
い
か
に
足
腰

が
強
く
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
十
日
町
市
が
、
子
や
孫
の
時

代
に
も
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
十
分
議
論
し
た
い
も
の
で
す
。

収入役

11
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油
絵
・
水
彩
画
を
中
心
と
し
た
作

品
展
で
す
。
●
期
日
＝
９
月
４
日
e

〜
27
日
g
●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合

せ
＝
徳
永
守
司（
1
58
│
３
４
１
２
）

市
民
音
楽
協
会
タ
ク
ト
主
催
の
尺

八
を
使
っ
た
和
風
ジ
ャ
ズ
で
す
。
心

癒い
や

さ
れ
る
和
と
洋
の
融
合
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
９
月
12
日

f
午
後
７
時（
開
場
６
時
30
分
）〜
●

会
場
＝
市
民
会
館
●
入
場
料
＝
前
売

り
２
、０
０
０
円
（
当
日
２
、５
０
０

円
）
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト
ー
楽

器
、
オ
ギ
ノ
楽
器
●
問
合
せ
＝
公
民

館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

旬
の
食
材
で
夏
バ
テ
解
消
料
理
を

作
り
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
12
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
●
会
場
＝
東

北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
●
参
加

費
＝
５
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
９
月
５
日
f
ま
で
に
、
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│
３
１
０

７
）

●
日
時
＝
９
月
30
日
c
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
●
会
場
＝
市
保
健
セ

ン
タ
ー
●
医
師
＝
江
口
医
師
（
江
口

医
院
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）

ま
た
は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

（
1
57
│
２
４
０
０
）

女
性
の
骨
量
は
40
代
か
ら
減
少
し

ま
す
。
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
骨
粗

し
ょ
う
症
の
検
診
を
行
い
ま
す
。
●

期
日
＝
９
月
28
日
a
※
詳
細
は
後
日

通
知
し
ま
す
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●

対
象
＝
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
39
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
●
定
員
＝

先
着
３
０
０
人
●
受
診
料
＝
１
、
０

０
０
円
（
当
日
徴
収
）
●
申
込
み
＝

９
月
16
日
c
ま
で
に
、
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
３
）

肺
や
気
管
支
の
病
気
な
ど
の
た
め

「
息
切
れ
」
や
「
せ
き
・
た
ん
」
な

ど
で
お
困
り
の
人
の
た
め
の
呼
吸
教

室
で
す
。
●
日
時
＝
１
回
目
‥
９
月

19
日
f
午
後
１
時
〜
４
時
、
２
回
目

‥
10
月
７
日
c
午
後
１
時
〜
４
時
、

３
回
目
‥
10
月
22
日
d
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
な
ご
み
の

家
●
内
容
＝
肺
機
能
検
査
、
医
師
・

理
学
療
法
士
・
管
理
栄
養
士
の
講
話
、

座
談
会
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健

課
（
1
57
│
２
４
０
０
）

●
日
時
＝
９
月
10
日
d
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
県
立
十
日
町
病

院
●
講
師
＝
十
日
町
病
院
・
長
井
眼

科
医
師
、
内
藤
泌
尿
器
科
医
長
●
問

合
せ
＝
県
立
十
日
町
病
院
（
1
57
│

５
５
６
６
）

国
民
年
金
の
現
況
届
は
、
受
給
者

が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

届
で
す
。
１
年
以
上
継
続
し
て
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
、
年
１
回
、

誕
生
月
の
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

現
況
届
は
、
は
が
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
切
手
を

は
っ
て
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
が
遅
れ
た
り
忘
れ
た
り
す
る
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
誕
生
月
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
前
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
を

利
用
す
る
と
、
毎
月
納
付
す
る
手
間

が
省
け
る
う
え
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
保
険
料
の
割
引
も
あ
っ
て
大

変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
●
割
引
額
＝
１
年
前
納
‥
２
、

８
３
０
円
、
６
か
月
前
納
‥
６
５
０

円
（
た
だ
し
、
１
年
前
納
は
４
月
、

６
か
月
前
納
は
４
・
10
月
に
納
付
）

●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金

係
（
内
線
１
５
１
）
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
局
六
日
町
事
務
所（
1
０
２

５
│
７
７
０
│
２
２
１
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
や
郵
便

局
な
ど
で
一
度
手
続
き
を
す
る
だ
け

で
、
毎
月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月

６
日
g
午
後
３
時
〜
●
会
場
＝
情
報

館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
な
ど
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
11
日
e
午

前
10
時
〜
11
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

対
象
＝
乳
幼
児
と
保
護
者
●
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

親
と
子
（
３
歳
未
満
児
）
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
●
日
時

＝
２
日
c
・
９
日
c
（
体
操
の
ミ
ツ

ル
お
兄
さ
ん
と
遊
ぼ
う)

・
16
日

c
・
27
日
g
（
運
動
会
）
午
前
10
時

〜
11
時
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
※
16

日
は
市
民
会
館
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し

く
子
育
て
し
ま
せ
ん
か
。
お
子
さ
ん

は
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
お
預
か
り

し
ま
す
。
●
会
場
＝
公
民
館
本
館
●

対
象
＝
一
歳
未
満
の
乳
児
の
保
護
者

●
参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
９
月
10
日
d
ま
で
に
、
公
民
館

本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

信
濃
川
上
流
域
に
多
数
繁
殖
し
、

在
来
植
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

外
来
植
物
「
ア
レ
チ
ウ
リ
」
の
駆
除

作
業
を
、
水
辺
の
楽
校
つ
ま
り
っ
子

ひ
ろ
ば
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、

８
時
30
分
か
ら
は
国
土
交
通
省
信
濃

川
河
川
事
務
所
主
催
の
「
川
の
通
信

簿
」が
行
わ
れ
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
８
月
31
日
a
午
前
６

時
30
分
〜
８
時
●
集
合
場
所
＝
「
水

辺
の
楽
校
つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
」
水

防
公
園
駐
車
場
●
問
合
せ
＝
水
辺
の

楽
校
活
用
協
議
会
事
務
局
（
建
設
課

克
雪
利
雪
対
策
室
内
、
内
線
２
７
３
）

知
事
が
地
域
の
課
題
な
ど
を
住
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
ま
す
。
手

話
通
訳
や
保
育
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

傍
聴
者
や
意
見
交
換
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
10
月
29
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
中
里
村
U

モ
ー
ル
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
９
月

24
日
d
ま
で
に
、
十
日
町
地
域
振
興

事
務
所
地
域
振
興
課
（
1
57
│
５
５

１
７
）

●
日
時
＝
９
月
４
日
e
・
11
日
e
・

18
日
e
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
●
会

場
＝
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
●
定

員
＝
各
回
先
着
15
人
●
受
講
料
＝

１
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
衛
生
環

境
課
（
1
57
│
２
７
０
７
）

●
日
時
＝
９
月
20
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
、
21
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
展
示

即
売
品
＝
家
具
や
木
彫
製
品
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
な
ど
の
金
属
製
品
、

靴
な
ど
の
革
製
品
な
ど
●
問
合
せ
＝

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門
（
1
０
２
５

│
２
８
６
│
５
６
２
６
）

「
第
31
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

児
童
生
徒
発
明
工
夫
模
型
展
」「
中

魚
沼
郡
十
日
町
市
第
19
回
児
童
生
徒

生
物
標
本
展
」
で
、
小
・
中
学
生
の

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

９
月
13
日
g
〜
15
日
（
敬
老
の
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
※
15
日

は
午
後
１
時
ま
で
●
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
●
問
合
せ
＝
市
立
理
科
教
育
セ
ン

タ
ー
（
1
52
│
４
６
３
２
）

３
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
テ
ー
マ
を
持

っ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。
●
期

日
＝
９
月
１
日
b
〜
30
日
c
●
会
場

＝
十
日
町
駅
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●

問
合
せ
＝
十
日
町
絵
手
紙
同
好
会
・

桑
原
昭
夫
（
1
57
│
５
３
７
３
）

●
日
時
＝
９
月
20
日
g
午
前
９
時
〜

●
会
場
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
●
問

合
せ
＝
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
富
井
（
1

０
９
０
│
２
１
６
３
│
７
３
３
６
）

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

９
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

受
診
者
募
集

健
康
講
座

「
飛
蚊
症
・
尿
路
結
石
」

息
ら
く
ら
く
教
室

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

十
日
町
地
域
「
知
事
と
の

ふ
る
さ
と
を
考
え
る
集
い
」

家
庭
犬
の
し
つ
け
方
教
室

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

絵
画
教
室
「
ひ
ま
わ
り
会
」
展

ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
ア
レ
チ
ウ
リ
作
戦

内　　　　容

はじめまして！オリエンテーション

絵本の読み聞かせ

育児は育自　遊びの中で子は育つ

絵本はともだち

スキンシップは親子の信頼

子育てサークルづくり

期　日

９月16日c

10月14日c

10月28日c

11月11日c

11月25日c

12月２日c

※時間はいずれも午前10時～11時

※各回専任講師をお呼びします

子
育
て
教
室

「
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
」

癒い
や

し
の
時
間

と
き

を
あ
な
た
に

C
A
ND
ELA

（
カ
ン
デ
ラ
）
ラ
イ
ブ

国
民
年
金
の
現
況
届
は

す
み
や
か
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
の
前
納
制
度

児
童
生
徒
発
明
工
夫
模
型

展
・
生
物
標
本
展

心
の
健
康
相
談

キ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
教
室

女
　
子

十日町プレミアム商品券は、1,000

円券11枚綴りで10,000円。10％の特

典付きです。

商品券が利用できる店は、「十日町

プレミアム商品券加盟店」の表示があ

る、市内中小企業の小売業・サービス

業・飲食業などです。

お買い求めになりやすいように、商品

券販売所を各商店街にも開設しました。

お得なプレミアム商品券をぜひご利

用ください。

●問合せ＝十日町プレミアム商品券実

行委員会事務局

（十日町商工会議所内157-5111）

お得な
十日町プレミアム商品券
をご利用ください

クロス10開館20周年記念事業第１弾

「明石の湯」に
200円で
入浴できます

昭和58年５月の開館以来、クロス10は今年20周年を迎えま

した。記念事業第１弾として、期間限定「明石の湯」お一人

200円入浴サービス（小学生未満は無料）を行います。

夏バテの回復はぜひ「明石の湯」で。ご家族おそろいでお

でかけください。

●期間：９月１日b～９日c
●男女の浴室を毎日入れ替えています

奇数日　男性：ちぢみ風呂（フィンランドサウナ）

女性：かすり風呂（スチームサウナ）

偶数日　男性：かすり、女性：ちぢみ

●入館券・回数券をご利用の場合、差額はお返しできません。

ご了承ください。

●問合せ 明石の湯（152－0117）

※３日Dは休館

第
６
回
絵
手
紙
展

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
「
口
座
振
替
」
で
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お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

納
期
限
も
気
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。
●
手
続
き
＝
金
融
機
関
や
郵

便
局
な
ど
で
「
国
民
年
金
保
険
料
口

座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
●
持
参
す
る
も
の
＝
①

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
②
預

（
貯
）金
通
帳
③
通
帳
届
出
印
●
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内

線
１
５
１
）

８
月
は
市
・
県
民
税
第
２
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
５
期
及
び
介
護
保

険
料
第
５
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●

問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を
、

９
月
28
日
a
に
キ
ナ
ー
レ
で
行
わ
れ

る
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
環
境
フ
ェ

ア
で
代
理
販
売
し
ま
す
。
●
受
付
＝

９
月
18
日
e
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

の
間
に
、
価
格
を
付
け
て
市
民
体
育

館
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
残
品
の

返
却
は
で
き
ま
せ
ん
●
そ
の
他
＝
売

上
金
の
20
％
と
振
込
手
数
料
を
い
た

だ
き
ま
す
●
問
合
せ
＝
消
費
者
協
会

十
日
町
支
部
事
務
局
（
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
内
、
内
線
１
５
８
）

●
高
等
学
校
卒
業
者
対
象
募
集
科
目

＝
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
電
気
施

設
科
1
０
２
５
７
９
│
４
│
２
４
１

０
）、
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
Ｎ

Ｃ
機
械
科
、
自
動
車
整
備
科
、
電
気

シ
ス
テ
ム
科
1
０
２
５
│
２
４
７
│

７
３
６
１
）、
三
条
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
工
業
デ

ザ
イ
ン
科
1
０
２
５
６
│
38
│
８
５

２
０
）
、
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
自
動
車
整
備
科
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
科
、
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
０
Ａ

事
務
科
1
０
２
５
│
５
４
５
│
２
１

９
０
）
●
義
務
教
育
修
了
者
以
上
対

象
募
集
科
目
＝
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
建
築
科
、
左
官
科
）、
三
条
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
生
産
シ
ス
テ
ム
科
）

●
募
集
期
間
＝
▼
推
薦
選
考
‥
９
月

17
日
d
〜
10
月
１
日
d
▼
一
般
選
考

‥
10
月
16
日
e
〜
11
月
６
日
e
●
試

験
日
＝
▼
推
薦
選
考
‥
10
月
８
日
d

▼
一
般
選
考：

11
月
19
日
d

ガ
ラ
ス
び
ん
の
中
に
、
薬
品
な
ど

の
資
源
物
に
な
ら
な
い
び
ん
類
や
、

中
身
が
残
っ
て
い
る
物
が
混
じ
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

資
源
物
も
「
ラ
ベ
ル
や
シ
ー
ル
を
取

っ
て
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
か
ら
」
出

し
て
く
だ
さ
い
。
出
し
方
や
処
理
の

方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
各
家

庭
に
配
布
さ
れ
て
い
る
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
や
ご
み
便
利
帳
で
確
認
し
、

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
衛
生
施
設
組
合

（
1
52
│
３
９
２
４
）

●
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
１
日
b
・
８
日
b
・
16

日
c
・
22
日
b
・
24
日
d
・
29
日
b

●
情
報
館
＝
１
日
b
・
８
日
b
・
16

日
c
・
22
日
b
・
29
日
b
・
30
日
c

●
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
・
15
日
（
敬
老
の
日
）・
23
日
（
秋

分
の
日
）

線
路
改
良
な
ど
の
工
事
の
た
め
、

飯
山
線
一
部
区
間
の
列
車
を
運
休
し
、

バ
ス
に
よ
る
代
行
運
転
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
接
続
列
車
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間
＝
９
月
１
日
b
〜
５
日

f
と
８
日
b
〜
12
日
f
の
10
日
間
、

各
日
と
も
午
前
９
時
20
分
こ
ろ
〜
午

後
４
時
こ
ろ
●
区
間
＝
十
日
町
駅
〜

森
宮
野
原
駅
間
●
問
合
せ
＝
Ｊ
Ｒ
十

日
町
駅
（
1
52
│
２
３
２
７
）

９
月
１
日
か
ら
、
十
日
町
市
指
定

金
融
機
関
が
㈱
北
越
銀
行
に
替
わ
り

ま
す
。
●
問
合
せ
＝
会
計
課
（
内
線

１
０
２
）

人
材
を
必
要
と
す
る
福
祉
施
設
な

ど
を
対
象
に
、
就
職
希
望
者
の
紹
介

な
ど
の
求
人
相
談
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
希
望
者

を
対
象
に
、
仕
事
内
容
や
必
要
な
資

格
の
取
得
方
法
、
就
職
活
動
な
ど
に

つ
い
て
の
求
職
相
談
を
行
い
ま
す
。

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
９

月
24
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
問
合

せ
＝
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
県
社

会
福
祉
協
議
会
内
1
０
２
５
│
２
８

１
│
５
５
２
３
）

来
春
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
７
月
末
現
在
の
求
人
数

は
、
就
職
希
望
者
を
大
幅
に
下
回
る

極
め
て
深
刻
な
状
況
で
す
。
経
済
情

勢
が
厳
し
く
、
企
業
の
皆
さ
ん
は
大

変
な
時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
人

で
も
多
く
の
生
徒
が
地
元
に
就
職
で

むし歯のないよい歯の子
7月の３歳児健診を受けた子23人

よい歯の子 住 所　　保護者

（太田島１）

（中条旭町）

（高田町３南）

（四日町新田１）

（馬場４）

修

定　信

敏　明

由　香

忠　和

金 澤 光
みつ

紀
き

青 柳 拓
ひろ

樹
き

樋 口 楓
ふう

果
か

重 野 俊
しゅん

介
すけ

富 井 綾
あや

音
ね

き
る
よ
う
、
求
人
の
早
期
申
込
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日

町
（
1
57
│
２
４
０
７
）

高
齢
者
や
障
害
者
の
相
続
や
借
金

の
返
済
、
介
護
、
福
祉
な
ど
の
相
談

を
電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
※
面

談
に
よ
る
相
談
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時

＝
９
月
６
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
●
相
談
電
話
番
号（
当
日
の
み
）＝

①
新
潟
０
２
５
│
２
２
５
│
８
３
１

１
②
長
岡
０
２
５
８
│
36
│
３
０
０

１
●
問
合
せ
＝
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
い
が
た
（
1
０
２
５
│
２
２
８
│

１
７
２
７
）

●
１
期
初
回
に
該
当
す
る
子
＝
【
３

〜
８
週
間
間
隔
で
３
回
接
種
】
①
９

月
１
日
現
在
１
歳
〜
接
種
日
現
在
７

歳
半
未
満
の
子
②
未
接
種
か
３
回
接

種
を
し
て
い
な
い
子
※
百
日
ぜ
き
に

か
か
っ
た
子
は
二
種
混
合
（
２
回
接

種
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
受
付
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
③
平
成
14
年
３
月

２
日
か
ら
９
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子

に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
●
１
期
追

加
に
該
当
す
る
子
＝
接
種
日
現
在
７

歳
６
か
月
未
満
で
、
１
期
初
回
完
了

後
お
お
む
ね
１
年
を
経
過
し
た
子
※

対
象
地
区
の
い
ず
れ
か
の
日
に
１
回

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
●
注
意
事

項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」

を
読
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
●
持
参
す

る
も
の
＝
①
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
②

体
温
計
③
当
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
な
い
場
合
は
、
登
録
先
の
市
町
村

が
発
行
す
る
「
予
防
接
種
実
施
依
頼

書
」
●
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

●
期
日
＝
28
日
a
●
受
付
時
間
と
会

場
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
‥
ク
ロ

ス
10
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

‥
リ
オ
ン
ド
ー
ル
●
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
３
）

三
種
混
合

（
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

二
種
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

飯
山
線
一
部
区
間
が
運
休
・

バ
ス
代
行
運
転
に
な
り
ま
す

十日町青年学級は、昭和23年から開設

している、公民館本館では一番長い講座で

す。十日町市と近隣町村のおおむね20歳

から30歳までの約50人が、毎週木曜日の

夜に集まり、コース別（手話・焼物・料

理・パソコン・シネマ&ビジュアル・英会

話）に学習しています。

青年学級の中には、「活動を通した仲間づ

くり」と「行事を企画･運営する集団活動」

を目的として、独自の活動を行う自治会が

あります。今年は群馬県水上町で、いかだ

下りを体験するなど、さまざまな活動を行

っています。

９月の青年学級フェスティバルや10月

の公民館まつりでは、地域の子どもたちと

ともに楽しむ「広場」も計画しています。

また、今月はおおまつりの民謡流しにも参

加しますし、雪まつりの雪像づくりへの参

加も来年で40回連続参加となるなど、地

域の活動にも積極的に参加しています。

青年学級は、毎週木曜日の午後７時から

公民館本館で活動しており、新しい仲間も

随時受け付けています。 （公民館）

こちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会ですこちらは教育委員会です

～青年学級を
紹介します～

７月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

９月の交通安全キャンペーン

年

15年

14年

発生件数

22（113）

26（116）

負傷者数

30（138）

33（157）

死者数

0（１）

0（０）

物件事故数

45（332）

46（331）

十
日
町
市
指
定
金
融
機
関

が
交
替
し
ま
す

資
源
物
・
ご
み
は
ル
ー
ル

を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に

よ
る
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

福
祉
の
職
場

臨
時
出
張
相
談

新
規
高
卒
求
人
申
込
み
を

お
願
い
し
ま
す

9月の
献血

環
境
フ
ェ
ア

不
用
品
募
集
中

平
成
16
年
度
県
立
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

９
月
の
休
館
日

全
血
献
血

●会場＝保健センター

●受付時間＝午後１時30分～２時15分（時間厳守）

対象地区

川治・六
箇・水沢

十 日 町

中条・下
条・吉田

１期初回及び１期追加

9月10日d

9月11日e

9月12日f

２回目 ３回目１回目

10月１日d

10月２日e

10月３日f

10月22日d

10月23日e

10月24日f

平成14年中新潟県内では、14,923件の

交通事故が発生し、235人が亡くなり、

18,647人がけがをしました。

そのうち、高齢者事故の占める割合は、

発生件数3,565件（23.9％）、傷者2,602人

（14.0％）、死者107人（45.5％）となって

います。

夕暮れが早まるにつれ、高齢者事故の多

発が心配されます。交通事故を起こさない

よう、またあわないように注意しましょう。

高齢者の交通事故防止

税
金
は
ぼ
く
ら
の
暮
ら
し
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

８
月
の
納
税
・
納
付

宅
内
排
水
設
備

清
掃
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
家
庭
の
下
水
道
排
水
設
備
を
点

検
し
、
市
か
ら
頼
ま
れ
た
よ
う
な
説

明
で
清
掃
を
勧
め
る
業
者
が
戸
別
訪

問
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
よ
う

な
お
願
い
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

個
人
の
管
理
で
あ
る
排
水
設
備
の

清
掃
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
正
な

水
質
で
排
水
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
清
掃
す
る
か
し
な
い
か
は
、
個

人
の
判
断
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

年
に
１
回
程
度
、
業
者
に
頼
ら
ず

自
分
で
汚
水
ま
す
の
ふ
た
を
開
け
、

点
検
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

●
問
合
せ
＝
下
水
道
課
施
設
管
理
係

（
1
52
│
７
４
４
１
）



24

28日A
富 田 医 院 川西町 61-0200

中 条 病 院 北　原 57-3018
14日A

石 川 医 院 津南町 66-2061

７日A 田 中 外 科 医 院 田中町本通り 52-2403

上 村 病 院 中里村 63-2111

15日_ 山 口 医 院 袋町中 52-2174

21日A
小 林 内 科 医 院 中条中町 52-7155

津 南 病 院 津南町 65-3161

23日_ 池 田 医 院 本町西１ 52-2581

◆
８
月
下
旬
と
い
う
の
に
、
今
年
の
夏
は
こ

れ
ま
で
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
は
数
日
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
影
響
で
、
海
水
浴
客
が
大

幅
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
当
地
域
で
も
稲
作
へ
の
影
響
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
晴
れ
間
の
み

え
た
お
盆
の
16
日
に
、
市
外
の
大
地
の
芸
術

作
品
を
鑑
賞
し
て
回
り
ま
し
た
。
作
品
に
感

動
す
る
と
と
も
に
、
夏
は
晴
れ
の
日
が
い
い

と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

稲
の
成
育
や
芸
術
祭
作
品
鑑
賞
の
た
め

に
、
天
候
の
回
復
を
願
う
毎
日
で
す
。（
村
）

◆
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
か
月
、
予
想
を
若
干
下

回
っ
た
も
の
の
入
場
者
が
１
万
人
を
突
破
し

た
明
石
の
湯
で
す
が
、
今
後
、
休
館
日
の
水

曜
日
に
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
重
な
っ
た

場
合
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ロ
ス
10
の
20
周
年
記
念

と
し
て
９
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
一
人
２
０

０
円
で
入
浴
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

ま
だ
入
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
一
度
ど
う
ぞ
。
第
２
回
大
地
の
芸
術

祭
も
閉
幕
ま
で
あ
と
２
週
間
を
切
り
ま
し

た
。
作
品
は
す
べ
て
恒
久
設
置
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
号
の
夜
お
勧
め
マ
ッ

プ
に
続
き
、
今
号
で
は
郊
外
作
品
・
室
内
作

品
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
見
逃

し
て
い
る
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

（
玉
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

９月・September 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

17日
d

午後１時
～１時30分

14年3月
生まれの幼児

４か月児健診
24日
d

午後１時
～１時30分

15年5月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

４日
e

午後１時
～１時30分

12年3月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

24日
d

午前９時15分
～10時

14年11月
生まれの乳児

①1歳6か月児・3歳児健診、2歳6か月児身体測定は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

10日
d

午前９時
～９時30分

13年2・3月
生まれの幼児

●健康相談　保健師による相談

期日

1・8・22
29日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

９日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

18日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

19日F

25日E

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

キナーレ「明石の湯」 午前10時～11時30分

26日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
12日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●市民無料法律相談
電話で市民生活課市民係へ予約してください

４日E 倉重安雄弁護士

11日E 桜井陽一弁護士

18日E 大塚　勝弁護士

25日E 栃倉　光弁護士

午後１時30分～４時

会場：保健センター総合相談室ほか

●ふれあい福祉センター心配ごと相談
毎週火・木曜日　午後１時～４時

※23日cは除く

会場：十日町市社会福祉協議会

５日F

※健康手帳のある人はご持参ください。
※キナーレ「明石の湯」のみ入場料500円（70歳以上は400円）が必要です。


